
















３つの宝を、より一層輝かす！

六次産業化推進事務局（１） ６次産業化推進事業

１ 農林畜産業の振興

１ 事業目的

市内で生産された農林畜産物の付加価値を高める６次産業化の取組を、生産・加工・販売等の各段階において支援

するとともに、新たに「攻めの販売戦略」として全国展開に向けた商品力や販売力の強化に取り組むことにより、「儲か

る農業の実現」を目指し、持続可能な地域農業の振興を図ります。

２ 事業概要

①ハイパー６次化商品全国展開事業（個別型）

マーケティング関連の専門家等と連携した商品開発体制づくりとともに、大都市圏バイヤーとの人脈構築により、大都市圏に

おける販路開拓を推進します。

②地域の食情報発信事業

地元食材・料理等をテーマにしたウェブサイトを整備し、学校の食育の教材としての活用と同時に、６次化商品の周知啓

発を図ります。

③宮崎の６次化産地育成事業（県単）

④地域６次化相談体制整備事業、 ⑤地場食材利用調査研究事業等

３ 予算額

６９，４５４千円

－ 資料 －1



３つの宝を、より一層輝かす！

農政部 畜産課（２） 全国和牛能力共進会対策事業

１ 農林畜産業の振興

１ 事業目的

今年９月に開催される第１１回全国和牛能力共進会宮城県大会において、本市が宮崎県３連覇の一翼を担うために、

生産者・関係機関一体となった取り組みを推進し、必要な対策を講じます。

質及び量、名実ともに「日本一の和牛産地」の称号獲得を目指します。

２ 事業概要

プロジェクトチームへの運営費助成及び出品候補牛の飼養経費の一部を助成します。

３ 予算額

１７，３５０千円

【内訳】

①和牛共進会プロジェクト事業 ４５０千円

出品予定者、ＪＡ及び行政の畜産技術の相互研鑚

②畜産奨励対策事業（全共出品候補牛管理奨励金） １，２７０千円

候補牛の飼養管理費等に係る奨励金

③畜産奨励対策事業（全国和牛能力共進会出品奨励金） １５，６３０千円

全共出品牛の飼養管理費等に係る奨励金

－ 資料 －2



１ 事業目的

和牛農家の高齢化及び飼養頭数の急激な減少が進む中、これからも中心的な活躍が期待される都城市肉用牛担い手

農家連絡協議会員（現会員数１６６名）が、頭数規模拡大及び母牛群の改良、飼料増産に取り組むために必要な経費の

一部を支援します。子牛出荷頭数の維持と質の高い魅力ある子牛づくりに努め、今後とも本市が全国屈指の和牛生産供

給基地としての地位の維持に努めます。

２ 事業概要

規模拡大のための増頭、母牛群の改良、繁殖用優良雌子牛導入のための経費の一部を支援します。

上記に必要な牛舎増・改築整備及び自給飼料貯蔵施設整備のための経費の一部を支援します。

３ 予算額

１７，０００千円

【内訳】

①増頭支援 ３，４００千円

②改良支援 ３，７００千円

③高育種価雌子牛導入支援 ９００千円

④牛舎増・改築整備支援 ・ ７，５００千円

⑤自給飼料貯蔵施設整備支援 １，５００千円

３つの宝を、より一層輝かす！

農政部 畜産課（３） 肉用牛担い手農家支援事業

１ 農林畜産業の振興

－ 資料 －3



３つの宝を、より一層輝かす！

農政部 畜産課（４） 竹笹サイレージ普及促進事業

１ 農林畜産業の振興

１ 事業目的

畜産農家の飼料コスト軽減を目的に、未利用資源である竹笹を活用した飼料の普及促進を図ります。

２ 事業概要

竹笹サイレージを粗飼料として利用する畜産農家に対し、購入経費の助成（２分の１以内）を行います。

竹笹を活用することで以下の効果が期待されます。

①放置竹林の解消（市内竹林面積３６０ｈａ）

②飼料コスト低減（稲わら４５円／㎏に対し竹笹サイレージ３５円／㎏）

③商品の差別化が期待できる（例：おいも豚、きなこ豚等）

④土壌改良材としての活用

３ 予算額

３，５０６千円

サイレージ化

給 餌

－ 資料 －4



３つの宝を、より一層輝かす！

農政部 農政課（５） 農業後継者等支援事業

１ 農林畜産業の振興

１ 事業目的

新規就農者を確保するため国の青年就農給付金事業を積極的に活用していますが、国の事業に合致しない親元就農者、

対象要件を満たさない新規参入者も少なくないのが現状です。農業後継者の確保は喫緊の課題であり、この対象とならなか

った就農者を救済し、就農直後の農業経営費等の一部を支援することで、担い手として定着させることを目的とします。

２ 事業概要

就農直後で、経営の即戦力とならない一定期間の農業経営費等の一部を支援します。

親元就農者の場合は１ヶ月５万円、新規参入者の場合は１ヶ月１０万円をそれぞれ２年間給付します。

なお、前職が農業だった人が親元就農又は新規参入した場合も支援の対象になるよう拡大します。

３ 予算額

３３，１１１千円

【主な内訳】

親元就農者 ６０万円 × ４７人

新規参入者 １２０万円 × ４人
親元就農者 新規参入者

新規就農者

支援対象者・・

国の青年就農給
付金の該当者

－ 資料 －5



３つの宝を、より一層輝かす！

農政部 農政課（６） アグリチャレンジ！「トラサポ」事業

１ 農林畜産業の振興

１ 事業目的

新しく農業を始める場合、施設整備や機械・機具の購入など多額の初期費用が必要となります。

国のトラクター購入補助は、条件が厳しく新規就農者の採択は難しく、また、農作業において欠かすこと

のできない軽トラックやトラックは、汎用性が高いため国県補助の対象ではありません。

新規就農者や農業後継者を支援するため、全国初となる軽トラックの購入、また、トラクター及びトラック

の購入（中古車含む）に対して、補助します。

２ 事業概要

○補助対象 トラクター、軽トラック、トラックのいずれか１台のみ

○補助対象者 市内に居住し、申請から３ヶ月以内に就農予定、もしくは就農後２年以内の新規就農者

または２年以内に家族協定を締結し、かつ農業経営体の経営主ではない農業後継者

○補助率 補助対象車両本体価格（税抜）の１／４以内（下取・値引を差引）

○補助上限 トラクター：２００万円 軽トラック・トラック：５０万円

３ 予算額

１５，０００千円

－ 資料 －6
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（７） 再造林推進事業 環境森林部 森林保全課

伐採跡地への再造林を促進

森林の多面的機能の発揮

１ 事業目的

市内でも、戦後に植林された森林の伐採は進むものの、伐採後の再造林が進んでいない状況です。

森林の持つ水源涵養、土砂災害防止、地球環境保全等の

多面的機能の高度発揮と地場産業である林業の育成を図る

ために、針葉樹の再造林を推進するものです。

２ 事業概要

伐採後の再造林（スギ・ヒノキ等針葉樹）に対し、植栽本数に

応じて１ｈａ当たり８５，０００円を上限に助成します。

３ 予算額

９，６７５千円

３つの宝を、より一層輝かす！ １ 農林畜産業の振興

植栽本数
（本/ｈａ）

補助単価
（円/ｈａ）

補助予定
面積（ｈａ）

補助額
（千円）

500～2,000未満 65,000 5 325 

2,000以上 85,000 110 9,350 

合計 9,675 

－ 資料 －7



土木部 都市計画課
道路公園課

（１） 都城志布志道路整備関連事業

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

１ 事業目的

都城志布志道路は、①南海トラフ巨大地震等が発生した場合の人的・物的支援を行う「防災の道」

②企業立地や六次産業化の推進に資する「経済の道」

③本地域の新医療体制の構築を支える「医療の道」として、重要な地域高規格道路です。

早期全線開通に向けた地元の熱意を国や県に伝えるため、官民一体となり要望活動を実施します。

また、この道路整備に伴う山野原街区公園の移設整備を実施します。

２ 事業概要

①都城志布志道路建設促進協議会負担金 ２，２０９千円

都城市、曽於市、志布志市の３市による要望活動を推進します。

②山野原街区公園移設事業 ４０，０００千円

事業期間 平成２９年度～平成３１年度（予定）

平成２９年度事業内容

物件調査・公園詳細設計委託等

３ 予算額

４２，２０９千円

都城志布志道路整備・活用促進大会の状況
（Ｈ２８．５．２８開催 参加者 約１，８００名）

－ 資料 －8



１ 事業目的

平成２８年９月２４日に山之口スマートＩＣが開通しました。開通後の利活用を促進し、地域の活性化と交流促進を図ります。

２ 事業概要

ＥＴＣ車載器を新たに購入し、取り付けた市民や事業者に対して、ＥＴＣ車載器の購入・

設置・セットアップに要した経費の一部を助成します。

○補助対象者

・市民または市内に事務所及び事業所がある法人で、市税を滞納していない者。

・新品のＥＴＣ車載器を都城市のＥＴＣ車載器販売店等で購入し、初めて取り付けた者。

○補助金額

・車両１台あたり最大５，０００円を助成します。

・個人は１台、法人は３台まで助成を受けることができます。

・予算に定める額を限度とし、予算が無くなり次第終了します。

３ 予算額

５，２２９千円

【主な内訳】

ＥＴＣ車載器設置事業費補助金 ５，０００千円（１，０００台）

総合政策部 総合政策課（２） 山之口スマートＩＣ利活用促進事業

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

－ 資料 －9



総務部 危機管理課（３） 後方支援拠点都市推進事業

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

１ 事業目的

南海トラフ巨大地震に備え、宮崎県南部地域大規模災害対策連携推進協議会の「広域連携による後方支援活動」を推進する

ため、訓練等を通して支援活動の実効性の向上を図ります。

２ 事業概要

①図上訓練の実施

○参加団体

・宮崎県南部地域大規模災害対策連携推進協議会

〔沿岸部〕

宮崎市、日南市、串間市

〔内陸部〕

都城市、小林市、えびの市、三股町、国富町、綾町、高原町

・国交省、宮崎県、自衛隊、警察その他関係団体

○開催時期 平成２９年１０月（予定）

②行動要領作成

図上訓練結果を踏まえ、支援活動の行動要領を定めます。

３ 予算額

７，２４７千円
広域連携による
後方支援活動イメージ

宮崎市

日南市

串間市

都城市

綾町

高原町

小林市

えびの市

派遣・供給等

受入

参集・受入

自衛隊・警察・消防等

連携・分担

国富町

－ 資料 －10



○ 街区三股線整備事業
１ 事業目的

都城市山之口町の中心部から都城市郡医師会病院等へのアクセス道及び山之口地区等への緊急車両の通行経路として、

医療及び防災の両面から重要な幹線道路を整備します。

２ 事業概要

○事業区間 山之口町富吉～三股町大字蓼池

○事業期間 平成２６年度～平成３１年度

○総事業費 ７０６，２６０千円

事業延長 Ｌ＝１，０００ｍ 幅員 Ｗ＝７．０ｍ（５．５ｍ）

道路拡幅工事 Ｌ＝ ８００ｍ 道路築造工事 Ｌ＝２００ｍ

用地取得 Ａ＝６，３４４㎡ 橋りょう架替 Ｎ＝２箇所

３ 予算額

２２３，３７８千円

【内訳】

工事請負費 ２２１，５１４千円

用地補償費 １，３７４千円

委託料 ４４０千円

事務費 ５０千円

山之口総合支所 産業建設課（４） 基幹道路等の整備

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

まちく

－ 資料 －11



○ 鷹尾上長飯通線整備事業
１ 事業目的

市道鷹尾上長飯通線は本市の外環状道路であり、沿線には防災活動拠点の早水公園が位置し、また周辺には祝吉小・中学校や

国立病院、地区公民館等、多くの公共施設が存在している重要な幹線道路です。

この道路の整備により、通学路として歩行者や自転車の安全確保を行うとともに、災害時の避難路及び防災道路の確保が図られ、

環状道路及び都城ICアクセス道路としての機能も確立します。

２ 事業概要

○事業内容 国道２６９号（郡元交差点）

～日豊本線（早水踏切）

○事業期間 平成２２年度～平成３０年度

○総事業費 １，８１４，３８３千円

平成２９年度は、道路改良工事、電柱等補償及び

文化財発掘調査を実施します。

３ 予算額

２６０，２６７千円

【内訳】

工 事 費 ２４０，０００千円

電柱等補償費 ４，０００千円

委 託 費 １６，０００千円

事 務 費 ２６７千円

土木部 道路公園課（４） 基幹道路等の整備

事業区間

通学路

供用開始区間

（体育文化センター）
＝防災活動拠点＝

L=０.４km

新設区間現道拡幅区間 現道拡幅区間

L=０.９kmL=０.２km

※Ｈ27.9.25
供用開始

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

かみながえ

－ 資料 －12



１ 事業目的

市道甲斐元通線は、市街地中心部の外環状線道路の一部を形成する幹線道路です。

当路線に架かる歌舞伎橋は、供用から５０年が経過しており、老朽化が著しく道路幅員が狭いことから、大型車との離合が

困難であり、歩行者の安全な通行に支障をきたしています。

橋梁を架け替え、通過交通の安全、交通の円滑化を図ります。

２ 事業概要

○事業内容 西之前通線（川の駅の西側）～歌舞伎橋の東側

○事業期間 平成２６年度～平成３２年度

○総事業費 １，６６０，０００千円

平成２９年度は、国交省受託による橋梁下部工（橋台）工事、既設

橋撤去設計委託、上部工工事、用地取得、建物等移転補償等を実施。

３ 予算額

６９０，９００千円

【内訳】

委託費 ３０５，０００千円

うち国交省受託分 ２７０，０００千円

工事費 ３１３，０００千円

用地費 ２２，０００千円

補償費 ５０，０００千円

事務費 ９００千円

土木部 道路公園課
（４） 基幹道路等の整備

○ 甲斐元通線（歌舞伎橋）整備事業

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

かいもと

－ 資料 －13



１ 事業目的

この路線は、交通量が多く、大型車も頻繁に通行し、また、沿線・近隣に複数の学校が点在し、小中高生の通学に際し交通

事故等の危険性も高いことから、道路拡幅及び歩道設置を行い、安全・安心な自転車及び歩行者空間を確保するものです。

さらに、緊急災害時の災害支援道路として機能する「都城志布志道路」南横市インター（仮称）へのアクセス道として、道路網

のネットワークを強化します。

２ 事業概要

○事業内容 県道都城霧島公園線（都城駐屯地前交差点）

～母智丘通線（さくら支援学校の東側交差点）

○事業期間 平成２６年度～平成３５年度

○総事業費 １，３００，０００千円

平成２９年度は、建物等調査及び道路構造物詳細設計委託、道

路改良工事、用地取得、建物等移転補償を行います。

３ 予算額

２５０，０００千円

【内訳】

委託費 ４０，０００千円

工事費 ５，４００千円

用地取得費 ３６，０００千円

補償費 １６５，０００千円

事務費 ３，６００千円

土木部 道路公園課
（４） 基幹道路等の整備

○ 鷹尾都原線整備事業

３つの宝を、より一層輝かす！ ２ 地の利の拡大

【計画路線図】

－ 資料 －14



教育委員会 学校教育課（１） 学力向上対策事業

○ 小学校学力向上対策事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

小学校の学力向上対策として、一部の算数科授業に非常勤講師を配置し、きめ細やかな指導をおこないます。

学習のつまずきの早期発見・早期対処により、「算数が分かる！」という学びの実感と、「算数ができる！」という自己

肯定感を感じられる学びの場を提供します。

２ 事業概要

１学級３１名以上の学級のある学年に、習熟度別少人数指導の

ための非常勤講師を配置します。

○対象学年 小学校第３学年・第４学年

○対象教科 算数科

３ 予算額

３９，３８７千円

分かった！

やればできるんだ！

もっと問題を
といてみよう！

－ 資料 －15



教育委員会 学校教育課（１） 学力向上対策事業

○ 小中一貫学力向上研究指定事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

中学校３年生で生徒が巣立つ時の姿を小・中学校のすべての先生たちが共有し、小中一貫となって９年間を通した授業改善

及び学力向上研究を推進します。各中学校区毎に学力のボトムアップを図りながら、都城市全体の学力向上に取り組みます。

２ 事業概要

３カ年計画で全中学校区を年次的に研究校として指定します。（平成２９年度は５つの中学校区を指定）

研究指定中学校区に学力向上推進役のコアティーチャーを選任し、先進地（東京都三鷹市）視察を行い、各中学校区の授業改善

及び学力向上に取り組みます。

各中学校区の学力向上のため、小中一貫となり、指導内容の定着に

有効な教材作成を積極的に行います。

３ 予算額

１，６１３千円

≪小中合同研究授業の様子≫≪授業改善についての協議の様子≫

－ 資料 －16



教育委員会 学校教育課（１） 学力向上対策事業

○ 中学校教員業務支援事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

中学校教員の教材研究の充実や生徒とじっくり向き合う時間を確保し、学力向上や生徒指導の充実を

図ることを目的に、業務を支援する支援員を配置します。

２ 事業概要

○配置校 １学年４学級（１校１２学級）以上ある中学校５校に１名ずつ配置します。

○勤務日時 週２回、午前中４時間勤務（長期休業期間中を除く）。

○業務内容 学年・学級通信や宿題の印刷・仕分け作業、宿題の丸付け作業、授業で

使用する道具やＩＣＴ機器類の準備・片付け、学年コーナーの作品掲示・と

りまとめ作業、学校ホームページの記事更新等を行います。

３ 予算額

１，２６０千円

－ 資料 －17



１ 事業目的

オーストラリアの中学生との交流の機会を提供することにより、語学力の向上と国際性豊かな生徒の育成につなげるものです。

２ 事業概要

次世代を担う中学生をオーストラリア・クイーンズランド州立学校の中等学校へ派遣します。

○派遣人数 市内在住の中学生２０名（昨年度比 １０名増）、引率４名

○派遣先 オーストラリア・クイーンズランド州立バーペンガリーステイト セカンダリーカレッジ

○派遣期間 ８月上旬の６泊７日（現地滞在期間は４泊５日）

○現地での活動内容 ホームステイ、学校の授業・英語レッスン参加、視察研修

３ 予算額 ７，６４９千円

教育委員会 学校教育課

（出典：クイーンズランド州教育省パンフレット）

バーペンガリーステイト
セカンダリーカレッジ

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

（２） 中学生海外交流事業

－ 資料 －18



教育委員会 学校教育課（３） ＡＬＴによる語学指導事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

ＡＬＴ（外国語指導助手）の語学指導を通して、語学力並びに豊かな国際感覚を身に付ける機会を提供します。

２ 事業概要

市内全小学校第５、６学年の外国語活動、全中学校全学年の英語科の授業等にＡＬＴを

派遣し、次のような業務を行います。

①授業での学級担任や英語教師による外国語指導の補助

②教材作成等の支援

③英語暗唱・弁論大会等の支援や、地域の国際交流活動への協力等

平成２４年度から地域在住外国人をＡＬＴとして雇用し、計画的にＡＬＴの増員を進めてい

ます。平成２９年度は、地域在住外国人のＡＬＴを１名増員し、合計１５名を配置します。

学校への派遣回数を増やし、児童生徒の語学力向上や豊かな国際感覚の育成の機会を

一層充実させていきます。

３ 予算額

４９，３７８千円

H
－ 資料 －19
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１ 事業目的

平成２２年度から取り組んできた本事業について、小学校図書館サポーターを必要に応じて増員を行い、学校図書館の

支援体制を更に充実させていくことで、児童一人一人に本に親しむ読書習慣を身に付けさせ、積極的に学校図書館を活用

しながら学習していく態度を育成していきます。

２ 事業概要

平成２９年度は２人増員して２２名とし、一人１校～２校を担当します。

小学校図書館サポーターは、学校図書館整備の業務を行います。具体的には、お薦めの本を紹介する

コーナーを設置したり、季節に応じた掲示物を作成したりと児童の本に対する興味・関心が高まるような環

境づくりに努めます。

小学校図書館サポーターは、児童と触れ合う活動として、昼休みの読み聞かせ活動や授業

サポートとしてブックトークなどにも取り組みます。

３ 予算額

１５，４４３千円

教育委員会 学校教育課（４） 小学校図書館サポーター配置事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

－ 資料 －20



農政部 農政課（５） 地場産物「ふるさと給食」提供事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

都城の地場産物を活用した特色ある学校給食「ふるさと給食」を実施します。

学校給食を生きた教材として活用し、食育の推進を図り、子供たちに都城の魅力を伝えます。

２ 事業概要

都城の地場産物（都城産宮崎牛：A４ランク）を活用した「ふるさと給食」の提供

○ふるさと給食献立（案） 『栄養（Ａ４：エイヨー）たっぷり！ふるさとステーキ』

○実施時期 平成２９年１０月１６日（月）から２０日（金）

までの ５日間のうちの１日（予定）

○提供対象 都城市内の全ての小中学校

（小学校 ３６校、中学校 １７校）

３ 予算額

１６，０００千円

≪ 「ふるさと給食」イメージ≫

－ 資料 －21



教育委員会 都城島津邸（６） 都城島津伝承館特別展開催事業

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

１ 事業目的

公開承認施設という信頼性を活かしながら、他館との連携によって著名で多様な史料を駆使し、幅広い視点から都城及び

都城島津家の歴史像を提示することで、都城の歴史の魅力をより広く発信します。

２ 事業概要

武士の時代が終焉し、天皇を頂点とした官僚中心の中央集権的国家へと展開する幕末維新の動乱期における薩摩及び

都城の人びとの活躍を、当時の貴重な資料をもとに、西郷隆盛らと絡めて明らかにします。

○展示会名称 「幕末維新の動乱と都城

～西郷隆盛と都城島津家～（仮）」

○展示期間 平成２９年１０月中旬～１１月下旬 ４０日程度

３ 予算額

７，３０８千円

平成３０年のＮＨＫ大河ドラマが

「西郷どん」 に決定しました！！

西
郷
隆
盛
筆
「
東
征
戦
亡
碑
下
書
」

（
池
上
本
門
寺
蔵
）

服
部
英
龍
画
「
西
郷
隆
盛
肖
像
」

（
鹿
児
島
市
立
美
術
館
蔵
）
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平成２８年度夢先生
茨城ゴールデンゴールズ

片岡 安祐美 選手
←左 ：ゲームの時間

右 ： トークの時間→

１ 事業目的

様々なスポーツで活躍されている方（講師）と、交流活動を通して、夢を持ち自らの目標に向かって努力することや仲間と

絆をつくることの大切に気付き、生涯にわたって自己実現を図っていくことができるような能力や態度を育成していきます。

２ 事業概要

小学校５年生、中学校２年生が、JFA（日本サッカー協会）から派遣される講師の夢先生との活動を通して、「夢を持つこと、

その夢に向かって努力することの大切さ」などを学びます。

当日は、体育館で行われる「ゲームの時間（３５分）」、教室で行う「トークの時間（５５分）」があり、最後に、児童生徒は自分

の考えや思いを「夢シート」に記入します。

「夢シート」は、夢先生のメッセージが書き添えられて、後日児童生徒の手元に届きます。

３ 予算額

５６０千円

教育委員会 学校教育課（７） JFAこころのプロジェクト「夢の教室」

たちばな天文台

３つの宝を、より一層輝かす！ ３ 人間力あふれる
子どもたちの育成

－ 資料 －23



１ 事業目的

乳幼児の医療費を助成することにより、乳幼児期における疾病等の治療を容易にし、乳幼児の福祉の向上と健全な発育

の促進を図ることを目的とします。

２ 事業概要

平成２９年４月診療分から、通院自己負担額を１レセプト350円から無料（保険外負担分は除く。）に拡充します。

３ 予算額

４０７，８３４千円

福祉部 こども課（１） 乳幼児医療費助成事業

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

【平成２９年３月まで】

【平成２９年４月以降】

－ 資料 －24



１ 事業目的

母子健康手帳に記録されている情報や子育てに関する情報を電子化・ウェブ化し、マイナンバーカードの認証により、

スマホやパソコンで利用いただくサービスで、家族間で情報を共有することもできます。

市から適切な時期に子育てに関する情報を提供を受けることで、子育ての知識向上、不安解消を図ります。

２ 事業概要

○対象者 母子健康手帳取得者（年間１，５００～１，６００人）、未就学児のいる世帯 ６，８００世帯

○内容 市が保有している身長・体重といった法定健康診査の結果や定期予防接種の履歴閲覧

予防接種、市独自の子育て情報またはイベント情報の通知機能

子育て日記機能

○開始時期 平成２９年９月頃リリース（予定）

３ 予算額

２，４７０千円

福祉部 こども課（２） 母子健康情報サービス事業

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

－ 資料 －25



１ 事業目的

貧困の状況にある子どもの発達・成長段階に応じて切れ目なく『つなぐ』地域ネットワークの支援体制を整備していくための

計画を策定し、子どもの貧困対策を総合的に推進します。

２ 事業概要

支援を必要とする子どもに関する情報等の実態把握とニーズの調査・分析を行い、児童

相談所や学校などの関係機関と連携して、地域における課題や必要な施策について

検討し、子どもの貧困対策の柱である、

①保護者に対する生活・就労支援

②教育の支援

③生活の支援

④経済的支援

に関する指標を設定し、目標達成に向けて取り組みます。

３ 予算額

３，０００千円

福祉部 こども課（３） 子どもの貧困対策支援体制整備計画策定事業

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

－ 資料 －26



１ 事業目的

幼児期に集団的・継続的にフッ化物洗口を行うことで、むし歯予防の徹底を図ります。

２ 事業概要

①歯科保健協議会の開催

・母子保健連絡協議会を歯科保健協議会とし、関係機関との連携を図り、現状把握及び事業の評価を行います。

②歯科保健指導及び説明会の実施

・歯科医師による保育所、幼稚園等の職員、保護者への説明会を開催します。

・歯科衛生士による幼児への歯科保健指導、洗口及び薬剤管理等の指導を行います。

③フッ化物洗口の実施

・フッ化物洗口を希望する４歳以上の幼児を対象に、保育所、幼稚園等で

の集団的、継続的なフッ化物洗口を行います。

・フッ化物洗口に要する洗口剤等の経費について、一部を補助します。

３ 予算額

７８５千円

福祉部 こども課（４） 保育所・幼稚園等むし歯予防事業

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

－ 資料 －27



１ 事業目的

２０人未満の小規模保育所を認可することにより、３歳未満の定員を増加し潜在的な待機児童の解消を目指します。

２ 事業概要

子ども・子育て支援新制度では、保育を市町村による認可事業（地域型保育事業）として児童福祉法に位置付けた上で、

地域型保育給付の対象とし、多様な施設や事業の中から利用者が選択できる仕組みとしています。

本市では平成２８年度に２園開設し、平成２９年度も３園新設します。

３ 予算額

１６７，０３４千円

福祉部 保育課（５） 小規模保育所推進事業（地域型保育給付費）

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

－ 資料 －28



（６） ホームスタート支援事業

１ 事業概要

家庭を訪問するボランティア（ホームビジター）の養成や運営等に要する経費を支援。

平成２９年度から事業を本格実施予定。

２ 予算額

５９５千円

（７） 不妊治療費助成事業(一般不妊治療）

１ 事業概要

○助成内容 保険適用外となる一般不妊治療に対し 一組あたり上限１０万円

○助成期間 一般不妊治療を開始した月から２４月以内

○助成対象者 ・都城市に住民票があり、法律上の婚姻をしている者

・夫及び妻の前年の所得の合計が７３０万円未満である者

・医療保険各法に基づく被保険者、組合員もしくは被扶養者、または

生活保護受給者であること

・市税等の滞納がない者

２ 予算額

５，３９９千円

福祉部 保育課

福祉部 こども課

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援

≪支援の様子≫

－ 資料 －29



（８） 地域子育て支援拠点事業
１ 事業概要

①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進

②子育て等に関する相談・援助

③地域の子育て関連情報の提供

④子育て及び子育て支援に関する講習

【地域子育て支援センター】

都城（天神)、東部（上長飯）、山之口、山田、高崎

２ 予算額

３５，６７３千円

（９） 妊婦乳児健康診査費
１ 事業概要

市内在住の妊婦に対し、妊娠届出時（母子健康手帳交付時）に、妊婦健康診査助成券１４回分と乳児健康診査受診票２回分

を交付しています。

平成２７年度から妊婦健診１回目と同時に子宮頸がん検査も実施できるよう、子宮頸がん検査助成券１枚を交付しています。

平成２７年度の受診者数は、１，３９３人で、平成２８年１１月末現在で８９８人が受診しています。

子宮頸がんの早期発見につながり、安心して、妊娠、出産することができます。

２ 予算額

１５４，５０２千円

福祉部 保育課

福祉部 こども課

重点施策の推進！ 子ども・子育て支援
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１ 事業目的

就労等により保護者が昼間家庭にいない子どもを対象に、遊びや生活の場を提供し、子どもの健全育成を図ります。

仕事と子育ての両立支援、保護者の子育て支援、子どもの健全育成対策として、重要な役割を担っています。

２ 事業概要

共働き、ひとり親家庭の子どもたちは、放課後や春・夏・冬休みなどの学校休業日には、子どもだけで過ごすことになります。

子どもたちが、安全で充実した生活を送ることができるよう、小学校の余裕教室や児童館、保育園、幼稚園等の施設を利用して、

子どもたちに遊びや生活の場を提供します。

平成２９年度には６箇所を新設し、市直営と委託先をあわせて５９箇所の放課後児童クラブを開設します。

３ 予算額

５１７，２５５千円

【内訳】

放課後児童クラブ事業（直営） ７５，５４８千円

法人立放課後児童クラブ事業 ４４１，７０７千円

福祉部 保育課
（１） 放課後児童クラブ推進事業
○ 放課後児童クラブ設置推進事業

重点施策の推進！ 仕事と子育ての両立支援

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

実施箇所数（箇所） 39 42 47 53 59

登録児童数（人） 1,334 1,462 1,589 1,780 －

放課後児童クラブ実施状況 （毎年5月1日現在・平成28年度は平成28年10月1日現在）
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１ 事業目的

空調未設置の児童クラブに空調を設置し、施設の環境改善を図る事業です。

夏休み期間中の熱中症対策等、児童の心身の健全育成を担うとともに、

保護者が安心して働ける環境をつくります。

２ 事業概要

市内１３箇所の放課後児童クラブに空調を設置します。

３ 予算額

２８，７１７千円

福祉部 保育課
（１） 放課後児童クラブ推進事業
○ 放課後児童クラブ空調設置事業

重点施策の推進！ 仕事と子育ての両立支援

－ 資料 －32



１ 事業目的

育児の援助を受けたい人と、援助を行いたい人による相互援助活動です。

地域全体で子育て家庭を支援し、安心して子育てできる環境をつくります。

２ 事業概要

次のようなサポートを行います。

①保育施設や塾、習い事への児童の送迎

②保育所や幼稚園等・学校・児童クラブ等の開始前や終了後の児童の預かり

③急な残業や冠婚葬祭、学校行事の際の児童の預かり

④保護者の病気やリフレッシュしたいときの児童の預かり等

３ 予算額

８，５１０千円

福祉部 保育課（２） ファミリーサポートセンター事業

重点施策の推進！ 仕事と子育ての両立支援
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（３） 子育て世代就職支援事業

１ 事業概要

結婚・出産・子育て等を機に看護職から離職し、現在看護職には就いていない子育て世代の方（潜在看護

師）を対象として、潜在看護師復職支援セミナーを実施することにより、子育て世代の職場復帰の支援及び

慢性的な看護師不足の解消を目指します。

２ 予算額 ４６０千円

（５） 女性活躍促進事業

１ 事業概要

妊娠・出産・育児等により就労が難しい女性を対象に、技能や知識を習得するための

講座等を開催し、起業や在宅ワークなどの就業支援を行います。

①スタートアップセミナー １回

②在宅ワークスキルアップ講座 全１２回×１クール

２ 予算額 ２，８８３千円

（４） 保育士等研修事業

１ 事業概要

保育現場を離れている有資格者（潜在保育士）を新たに発掘するとともに、現場への復職を目的とした研修

を行い、保育士不足と潜在的な待機児童の解消を図ります。

２ 予算額 ８００千円

商工観光部 商工政策課

福祉部 保育課

商工観光部 商工政策課

重点施策の推進！ 仕事と子育ての両立支援

≪在宅ワークスキルアップ講座≫
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１ 事業目的

胃がんの発生要因である「ピロリ菌」感染の有無と、「胃の萎縮度」を血液検査で調べ、胃がんになりやすいかどうかを

判定し、胃がんになりやすい人に定期的な内視鏡検査をしていただくことで、早期に胃がんを発見することを目指します。

また、ピロリ菌感染者を除菌治療につなげることで、将来的な胃がんの発生予防、ピロリ菌がもたらす胃腸疾患の再発

抑制を図ります。

２ 事業概要

血液検査で、「ピロリ菌感染の有無」と「胃の萎縮度」を調べます。

どちらかが陽性になった場合は、精密検査になります。

検診の対象は、４０～７０歳の５歳刻みの人になります。

３ 予算額

２１，０５８千円

健康部 健康課（１） 胃がんリスク検診（がん検診事業）

重点施策の推進！ 市民の健康増進

－ 資料 －35



１ 事業目的

住民が住み慣れた地域で元気な高齢者が増えることを目的に、身近な場所で住民が主体となった介護予防事業を実施

します。また、身体機能の改善だけでなく筋力強化を通じて生活に自信を取り戻し、生活習慣を見直し改善することを目的

として実施します。

２ 事業概要

市と地域包括支援センターが住民説明会を実施し、希望のあった自治公

民館等で週１回以上の体操を行います。１週目に講座開始前の体力測定

を行い、２週目から４週目まで体操指導を実施します。

講座開始後は、地域のサポーターを中心に住民が自主的に体操を行い、

３か月後及び９か月後に体力測定を行います。その後、半年ごとに健康教

育に関する情報提供を行ないます。

３ 予算額

７，９１４千円

健康部 介護保険課（２） こけないからだづくり講座（住民主体型介護予防事業）

≪講座の様子≫

重点施策の推進！ 市民の健康増進

平成２６年１０月から事業を開始し、
平成２９年２月１日現在、１２７箇所で実施
平成３１年度までに、２５０箇所の実施を目指します。
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１ 事業概要

平成２７年度作成のウォーキングマップを活用した健康増進事業を推進

①ウォーキング教室を開催し、ウォーキングの進め方 などを学べる機会をつくります。

②ウォーキング大会を地域が主体となって実施し、地域の活性化を図ります。

③ホームページやＳＮＳを活用して広く情報発信し、 医療機関や学校、地域の団体など、希望者に配布します。

２ 予算額

０千円

健康部 健康課（３） さあ、歩いてみよう♪ウォーキング推進事業
（みやこのじょう健康づくり計画２１推進事業）

重点施策の推進！ 市民の健康増進

１ 事業概要

市内に在住で、６５歳以上又は事業年度内に６５歳に到達する方及び身体障害者手帳等の交付を受けている方を対象に、健康

増進施設利用割引券を交付します。

健康増進施設利用券は、１人２０回を限度として、各施設毎に決められた自己負担金で利用できます。

【対象施設】

・青井岳温泉 ・観音さくらの里 ・かかしの里ゆぽっぽ ・やまだ温泉 ・ラスパたかざき

・メセナ住吉交流センター ・財部温泉健康センター ・大隅弥五郎伝説の里

・国民宿舎ボルベリアダグリ ・蓬の郷ふれあい交流センター

・一堂ヶ丘公園パークゴルフ場 ・高崎総合公園パークゴルフ場

２ 予算額

６２，６８１千円

（４） 健康増進施設利用助成事業 福祉部 福祉課

－ 資料 －37



１ 事業目的

全国的に企業の採用意欲が高まり、都市部への一極集中の加速化が懸念されている中、県外の大学生や中途採用希望者

に地元企業の魅力を的確に伝えるとともに、本市の生活環境の魅力を体感していただくために、県外在住者向けのインター

ンシップや企業巡見を実施し、就職・雇用支援による移住・定住を促進します。

２ 事業概要

①県外在住者向けの企業巡見の実施

・県外の大学生や中途採用希望者向けの企業巡見コースを新設します。

②インターンシップの受入コーディネート

・地元企業と連携し、県外の大学生や中途採用希望者のインターンシップの受入を促進します。

③インターンシップ等促進補助金の創設

・インターンシップや企業巡見に参加する県外の大学生や中途採用希望者の負担軽減を図る

ために、旅費・宿泊費の一部を助成します。

３ 予算額

４，０９０千円

総合政策部 総合政策課
○ 移住・定住拡大プラン
○ 移住・定住インターンシップ等推進事業

重点施策の推進！ 移住・定住の推進

－ 資料 －38



１ 事業目的

全国的に企業の採用意欲が高まり、地元企業における人材確保が厳しさを増す中、移住・定住希望者と地元企業に

おけるマッチング業務を専門事業者に委託し、きめ細やかな就職支援を実施することにより、地元企業における人材確

保を図ることにより本市への移住・定住を促進します。

２ 事業概要

公募型プロポーザル方式によって、次の業務を専門事業者に委託します。

○想定する事業者

・県外（東京・福岡など）に複数の支店・営業所等を有する人材ビジネス企業等

○委託業務の内容

・移住・定住希望者の就職相談への対応や情報発信

・地元企業への助言、情報提供等

３ 予算額

１，８９０千円

総合政策部 総合政策課
○ 移住・定住拡大プラン
○ 移住・定住人材確保コーディネート事業

重点施策の推進！ 移住・定住の推進

都城市ＵＩＪターン
就職支援窓口
0120- ・・・

≪業務委託のイメージ図≫

－ 資料 －39
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補助 補助

一世帯最大

１００万円
助成！

都城

都城で働く！

１ 事業目的

「移住・定住の促進」を更に進めるために、本市で暮らし、本市で働くことを決断した移住者とその家族の新生活に

要する経費への補助を行い、負担軽減を図ることで、地域の担い手となる人材の移住・定住を促進します。

２ 事業概要

○補助対象者(以下の要件を満たす方)

・本市の移住窓口を通して移住が決定した方

・２年以上市外（定住自立圏域である三股町、曽於市、志布志市を除く。）に在住していた方

・本市に本社、工場、営業所等を有する事業所に正社員として採用された方（新規学卒者を除く）

○補助内容

・転居費用補助 本市への引越代金の１／２（上限４０万円）

・家賃補助 契約家賃の１／２×１２ヶ月（上限６０万円）

・１世帯の上限額 １００万円

３ 予算額

１１，０００千円

総合政策部 総合政策課
○ 移住・定住拡大プラン

○ 転職応援補助金

重点施策の推進！ 移住・定住の推進

－ 資料 －40



○ 移住・定住拡大プラン

○ 移住・定住推進事業
１ 事業概要

「都城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重点施策の1つに位置付けた移住・定住施策を

さらに推進するために、積極的に情報発信を行うとともに、移住・定住支援策を実施します。

①移住相談会への参加等による積極的な情報発信

②移住・定住支援策（お試し滞在事業、空き家リフォーム等事業）

２ 予算額 ２，７２７千円

○ 移住・ＵＩＪターン就職座談会
１ 事業概要

移住者・ＵＩＪターン者を積極的に採用する企業とのパートナーシップを強化し、「雇用の場と

生活環境」をセットにしてＰＲする移住・ＵＩＪターン就職座談会を都市部で開催し、官民一体と

なり新しい人の流れを創出します。

２ 予算額 １２，９５２千円

○ 企業巡見推進事業
１ 事業概要

地元企業の魅力を的確に伝えるために、地元企業や高校等とのパートナーシップを強化し、

高校生やその保護者等がバスに乗って、地元企業を巡って見学する企業巡見を実施し、高校

生等の地元就職率の向上に取り組みます。

２ 予算額 ３，３００千円

総合政策部 総合政策課

総合政策部 総合政策課

総合政策部 総合政策課

重点施策の推進！ 移住・定住の推進

－ 資料 －41



１ 事業概要

ワークショップ形式の採用力ＵＰ実務セミナーを開催することにより、地元企業の採用

ノウハウの習得を支援するとともに、同期社員が少ない中小企業等を対象にした合同研

修会を開催することにより、企業の枠組みを超えた「社外同期」のネットワーク化と離職率

の改善に取り組みます。

①採用力ＵＰ実務セミナー ３回開催

②中小企業等若手社員合同研修会 １泊２日

２ 予算額 １，１９８千円

総合政策部 総合政策課

重点施策の推進！

１ 事業概要

空き家、仕事、営農など、本市のリソースを活用しながら、本市ならではのライフスタイルを創生し、その

ライフスタイルを都市部住民等に積極的に提案することにより、本市への移住・定住を促進します。

①優良空き家の掘り起こし

②優良空き家の高付加価値化

③ライフスタイルの創生と積極的な情報発信

④移住相談への対応

２ 予算額 ４，３４７千円

○ ライフスタイル創生！移住・定住推進事業 総合政策部 総合政策課

移住・定住の推進

○ 移住・定住拡大プラン
○ 採用力ＵＰセミナー・中小企業等若手社員合同研修会

－ 資料 －42



１ 事業目的

国土交通省の社会資本整備総合交付金（都市再構築戦略事業）を活用し、公共施設整備を進めるとともに、都市機能立地支援

事業を活用して民間施設の誘導を図ることで、新たな都市機能をまちなかに誘導・創出し、中心市街地全体の活性化を図ります。

２ 事業概要

○公共施設（平成２５年度から平成２９年度まで） 平成３０年度春開業予定

平成２９年度は、図書館、子育て世代活動支援センター、健康センター、全天候型多目的広場等）の建設整備を進め、平成２９年

１２月までに全ての施設が竣工予定です。

○民間施設（平成２８年度から平成３０年度まで） 平成３１年度春開業予定

平成２９年度は、民間事業者と定期借地権設定

契約を締結します。

平成３１年度春の開業を目指し、基本・実施設

計及び施設整備に着手する予定です。

３ 予算額

２，５９５，９９０千円

【主な内訳】

工事請負費 １，６７４，３７４千円

委託料（工事監理費等） ６３４，２１７千円

備品購入費 ２４１，５１２千円

商工観光部 商工政策課（１） 中心市街地中核施設整備支援事業

≪中心市街地中核施設整備イメージ≫

重点施策の推進！ 中心市街地の活性化

－ 資料 －43



１ 事業目的

中心市街地中核施設の整備に合わせ、２７年度に配置した「タウンマネージャー」を中心に、周辺の商店街や中心市街地エリア

を対象とするソフト事業を展開していくことで、中心市街地全体の活性化を図ります。

２ 事業概要

平成２６～２８年度の３ヵ年で実施してきた「まちなか活性化プラン」について見直しを行い、主に賑わい創出に繋がる事業に特化

して、平成２９年度から平成３１年度までの３ヵ年計画で事業を展開していきます。

○リノベーションまちづくりのさらなる進展を図るため、 「タウンマネージャー配置事業」「リノベーションスクール@都城開催事業」

○中心市街地の景観・雰囲気を変えるため、「商店街イルミネーション事業」「商店街景観形成事業」

○中心市街地で積極的に活動する市民団体等を支援するため、「高校生レストラン事業」「まちなか人材育成支援事業」

３ 予算額

５４，７５６千円

【主な内訳】

タウンマネージャー配置事業 ８，５８３千円

リノベーションスクール@都城開催事業

８，０００千円

商店街イルミネーション事業 ２０，１３６千円

商店街景観形成事業 ３，１１９千円

商工観光部 商工政策課（２） まちなか活性化プラン事業

重点施策の推進！ 中心市街地の活性化

≪リノベーションスクール＠都城≫ ≪商店街イルミネーション事業≫

－ 資料 －44



１ 事業目的

中心市街地中核施設の開業（H３０年春）のタイミングに合わせ、大胆な支援施策（まちなか再生補助金）を実施することで、中

核施設周辺へ魅力的な店舗や事業所等の集積を進め、中心市街地の活性化を図ります。

２ 事業概要

○事業を３ヵ年計画（平成２９～３１年度）で集中的に展開することにより、中核施設周辺の商業基盤等の整備を促進し、 早期に

中核施設の整備効果の発現を図ります。

○エリアマネジメントによる支援の「集中と選択」を図るため、中心

市街地に４エリア（中核施設エリア・最重点エリア・重点エリア・

検討エリア）を設定し、各エリアの実情等に応じて支援します。

○リノベーション手法による空き店舗活用事業等を手厚く支援し、

リノベーションまちづくりのさらなる浸透・進展を図ります。

３ 予算額

１３３，１００千円

【主な内訳】

集団型商業基盤整備事業費補助金 ５０，０００千円

リノベーションまちづくり補助金 ４４，０００千円

空店舗等解体補助金 １６，０００千円

商工観光部 商工政策課（３） 中心市街地再生プラン事業

≪リノベーション手法による空き店舗再生イメージ≫

重点施策の推進！ 中心市街地の活性化

－ 資料 －45



１ 事業目的

本市では、集団検診の胃がん・子宮がん・乳がん検診を予約制で実施しています。

現在、年間約３，５００件を電話で予約受付しており、予約受付開始日には、予約が集中し電話がつながり

にくい状況になったり、予約受付時間が開庁時に限られるため、予約するタイミングを逃してしまうことも多々

ある状況です。

市民の皆様が、より受診しやすいがん検診にするために、立地企業の協力により、ウェブ予約システムを導

入します。

２ 事業概要

パソコンやスマートフォンから２４時間予約受付できる、がん検診（集団検診）のウェブ予約受付

業務を委託します。

３ 予算額

０千円

健康部 健康課（１） がん検診予約受付業務

市民サービスの更なる向上！

－ 資料 －46



１ 事業目的

平成３０年２月４日任期満了の市議会議員選挙において、有権者の意識の向上を図り、投票率向上を

目指します。

２ 事業概要

移動期日前投票所の導入等の新たな期日前投票所の周知や選挙啓発を推進します。

①移動期日前投票所の導入

②イオンモール都城駅前期日前投票所の閉鎖時間の繰り下げ(20時⇒21時)

③選挙公報の中学校への配布拡充(高校等までは実施済)

④ケーブルテレビ・シティＦＭによる周知啓発

⑤タウンメールによる市内全世帯への啓発文書送付による

周知啓発

⑥コンビニ、銀行の窓口、ＡＴＭ、企業受付などに選挙啓発

用テーブルポップの設置

３ 予算額

６，８８０千円

総務部 選挙管理委員会（２） 投票率向上対策事業

市民サービスの更なる向上！

－ 資料 －47

☆移動投票所は



１ 事業目的

平成２９年４月１２日から、マイナンバーカードを利用した証明書発行を、全国のコンビニで開始し、市民サービスの更なる向上

を図ります。

２ 事業概要

○取得できる証明書

住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、所得課税証明書

○証明書を取得できる主な実施店舗

全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート等

○証明書を取得できる時間

６時３０分から２３時（土日祝日も対応）

※ただし１２月２９日から１月３日を除く

○コンビニ交付開始日

平成２９年４月１２日

３ 予算額

６，５９８千円

市民生活部 市民課（３） コンビニ交付サービス事業

市民サービスの更なる向上！

－ 資料 －48



１ 事業目的

ふるさと納税日本一に輝いた「肉と焼酎」を観光の目玉に、ｍｅａｔ「肉と焼酎」にｍｅｅｔ「出会うこと」できる「ミートツーリズム」（以下

ＭＴ）を展開します。また、民間団体とも連携してＭＴの魅力を磨き上げるとともに、継続して情報発信する仕組みを構築します。

２ 事業概要

①ＭＴ向上委員会事業

ＭＴを向上させる組織を立ち上げ、ＭＴを推進します。

・ＭＴ向上委員会としての事業案

ＭＴ向上事業、ＭＴ商品素材企画事業、ＭＴ連携店導入事業、ＭＴ情報発信事業等

②ＭＴ造成支援事業

旅行業者が造成する日本一の肉と焼酎を味わうＭＴツアーの実施に助成します。

宿泊を伴う２０人以上３０人以下の団体ツアーに基本額１００，０００円を助成。

３０人を越える場合は一人当たり５００円を加算します。

焼肉カーニバルに参加するツアーや台湾からの観光ツアーには５０，０００円を加算します。

③観光素材の磨き上げ

「ＭＴ推進ツアー」具現化のため、旅行業者等を対象に、ＭＴ素材（肉・焼酎・体験）を織り交ぜたモニターツアーを実施します。

３ 予算額

６，９０９千円

商工観光部 みやこんじょＰＲ課（１） ミートツーリズム推進事業

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

meat & meet

－ 資料 －49



１ 事業目的

ふるさと納税制度を活用して本市に寄附をしていただいた市外の方に、「肉と焼酎のふるさと・都城」にふさわしい魅力ある

特産品を贈呈し、ふるさと納税の更なる推進を図ることにより、本市の対外的なPRと地場産業の振興を図ります。

２ 事業概要

①お礼の特産品の内容充実

引き続き、肉と焼酎を中心とした特産品の供給体制を確保するとともに、寄附者のニーズに応えられるよう、品質管理など顧客満

足度の向上を実施します。

②ＰＲ手段のさらなる充実

・特設サイトの内容充実による寄附者の囲い込みと需要拡大

・市民に都城市のふるさと納税を知ってもらい、全国へ一緒に

ＰＲするイベントの開催

・都市部での寄附者向け感謝祭の開催

３ 予算額

３，５１７，２５１千円

総合政策部 総合政策課（２） ふるさと納税推進事業

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

－ 資料 －50



１ 事業目的

羽田空港と浜松町駅を結ぶ東京モノレールを活用した企画電車「都城号」の運行、地元企業とコラボした看板を東京

モノレール沿線に設置することにより旅行者や首都圏在住者に対して、集中的に都城市の魅力を発信します。

２ 事業概要

①東京モノレール企画電車

１編成（６両）の窓上・中吊りポスター全てで都城をＰＲ

②東京モノレール沿線看板

「黒霧島 ＭＡＤＥ ＩＮ 都城」の看板で、地元企業と連携してＰＲ

３ 予算額

２１，９７６千円

商工観光部 みやこんじょPR課（３） 「肉と焼酎のふるさと・都城」推進事業

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

≪東京モノレール 中吊りポスター≫

－ 資料 －51



１ 事業目的

プロスポーツチームのキャンプ及びアマチュア団体の合宿誘致により、

スポーツ・文化の振興を図るとともに、地域活性化につなげます。

２ 事業概要

①プロスポーツチーム合宿受入事業

プロスポーツチームのキャンプ受入れにおいて、会場の整備や

キャンプ開催のＰＲを行います。プロスポーツチーム合宿を盛り上げ、

市内外から多くの誘客を図ります。

②スポーツ・文化合宿補助金

全国トップレベルの合宿補助制度により、スポーツ・文化合宿の

更なる誘致を推進します。

１人１泊当たり最大２，０００円、１団体の上限額３０万円

３ 予算額

２５，１８１千円（スポーツランド都城推進事業）

１，７８４千円（文化合宿誘致促進事業）

商工観光部 みやこんじょＰＲ課
市民生活部 生活文化課

（４） 合宿誘致推進対策

○ スポーツランド都城推進事業

○ 文化合宿誘致促進事業

2017Ｊリーグ春季キャンプ実績
（４チーム）
・ＦＣ東京
・ＦＣ東京2ndチーム
・ツエーゲン金沢
・栃木ＳＣ

スポーツ・文化合宿の実績（Ｈ２８は見込み）

19団体

48団体

71団体

85団体
661人

1,674人

2,217人

2,800人
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“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

－ 資料 －52



１ 事業目的

都城市を応援いただく大都市圏の飲食店等を都城市ＰＲ連携店と位置づけ、本市のキャッチフレーズの「日本一の肉と焼酎、

とっておきの自然と伝統」に沿って継続的にＰＲすることにより、本市の魅力を大都市圏に浸透させ、認知度の向上と物産の

販路拡大等を図ります。

２ 事業概要

ＰＲ宣材や食材を使って店舗形態に応じたＰＲを展開します。

①ＰＲ宣材の設置

のぼり、ミニのぼり、ポスター、ポップ、ぼんちトリップ、認定証等

②「都城産」のメニュー化

都城の農産物を使用したメニューの展開

③「みやこんじょフェア」の開催

連携店において都城市の認知度向上を図るイベントを支援

○都城市の対外的認知度アップ

○都城市の物産の販路拡大

○都城市ＰＲ連携店の売上のアップ

３ 予算額

４，９００千円

商工観光部 みやこんじょＰＲ課（５） みやこんじょＰＲ連携店事業

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

－ 資料 －53



１ 事業目的

平成２７年度から新市誕生１０周年を記念して実施した花火大会を引き続き開催します。

「焼肉カーニバル」と連携した九州トップレベルの花火大会を実施して、「肉と焼酎のふるさと・都城」を

県内外に広くＰＲするとともに新たな観光客の誘致につなげます。

２ 事業概要

○開催日 平成２９年１０月(予定）

＜焼肉カーニバルと同時開催＞

○会場 高城観音池公園

○主催 公益社団法人 都城青年会議所

○花火打上数 約１２，９００発（いーにく）(県内最大）

※通常の花火に加え、特別構成のミュージック花火を実施

３ 予算額

８，０００千円

商工観光部 みやこんじょＰＲ課（６） 観光イベント開催費
○ 肉と焼酎のふるさと・都城花火大会開催費補助金

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

≪平成２８年度開催状況≫

－ 資料 －54

☆花火打上数は



１ 事業目的

音楽イベント「ONE+NATION music circus in 都城」の開催を通じて、 「肉と焼酎のふるさと・都城」を全国に発信するとともに、

これを機会に全国から都城に来ていただき、見て食べて楽しんでいただくことを目的とします。

あわせて、市民に「夏の若者向けの定番イベント」として定着を図り、肉と焼酎の消費拡大、ひいては地域経済の活性化、市民の

文化教養の向上を図ります。

２ 事業概要

○開催日 平成２９年８月（予定）

○会場 高城観音池公園野外ステージ周辺（予定）

○出演アーティスト 未定～５組程度（別にオープニングアクトあり）

○その他 都城の焼酎と食を満喫できる「タベノンサルク」も

同時開催予定

３ 予算額

１４，０００千円

商工観光部 みやこんじょＰＲ課（６） 観光イベント開催費
○ 野外フェスティバル開催費補助金

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

≪都城の焼酎と食を満喫「タベノンサルク」≫ ≪総勢５，０００人の観客が、都城の夏に熱狂した≫

≪平成２８年度開催状況≫

－ 資料 －55



１ 事業目的

母智丘公園は、県内で唯一、日本のさくら名所１００選に選定されている公園です。年間約８万人の観光客が訪れる本市の

主要な観光地ですが、樹齢を重ね樹勢に衰えが見られる桜が増えている現状にあります。そこで、桜並木及び母智丘神社下

の公園を重点的に整備し、日本のさくら名所１００選に相応しい母智丘公園の桜の再生を図ります。

２ 事業概要

専門家による桜の現状分析及び地元の意見をふまえた中長期

的な計画（平成２８年度～平成３２年度・平成２８年度の台風被災

で一部見直し）に基づき、倒木の危険度に応じ優先順位を設けて、

植替え、撤去及び植樹を行い植栽間隔の統一を図ります。

最適な桜の生育環境を確保し、母智丘公園の桜を再生します。

３ 予算額

３，８４０千円

商工観光部 みやこんじょＰＲ課（７） 母智丘公園桜再生事業

“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的ＰＲの更なる推進！

≪全盛期の桜並木≫

－ 資料 －56



１ 事業目的

国が平成２９年度に構築する自治体ポイント管理クラウドを活用し、結婚や出産等のライフイベント時や子ども子育てイベ

ント等への参画時にポイントを付与し、そのポイントを地域店舗等で利用できるようにすることで、市民の市政への積極的な

参画や地域経済の活性化を図ります。また、国が導入する予定であるクレジットカード等のポイントやマイレージを地域で使

えるようにする地域経済応援ポイントについても、全国に先駆けて実施します。

２ 事業概要

○対象者 マイナンバーカードを持つ市民

○サービス内容 ライフイベントや子育てイベント参画時にポイントを付与し、地域店舗等で利用可能とします。

○ポイント利用可能店舗 市温泉施設や道の駅、その他国の方向性を踏まえ利用可能店舗を今後公募します。

○ポイント有効期限 国の地域経済応援ポイントと合わせます。（現在未定）

○サービス開始時期 平成２９年９月に予定されている国の実証実験に参加します。

ポイント付与イベント事業等の詳細は国のシステムの仕様を踏まえて最終的に決定・公表します。

３ 予算額

４，５０８千円

商工観光部 商工政策課（１） 地域経済応援ポイント活用事業

その他の特色ある主な事業

「自治体ポイント」
を付与

「自治体ポイント」
に変換

＜カード会社のポイント等＞

＜温泉等の公共施設＞

＜地域商店街等＞

＜都城市＞

＜マイナンバーカード＞

買い物等に
ポイントを活用

－ 資料 －57



１ 事業目的

市民が安心して子どもを生育するための子育て支援活動、次世代を担う子どもたちを健やかに育てるための児童健全

育成等の活動を推進するため、子育て支援グループ等が自ら企画及び実施する事業に対して、その事業費の一部を補

助します。

２ 事業概要

○補助対象者 事務所を市内に有し、継続して活動を続ける子育て支援

グループ及び青少年健全育成団体

○補助対象事業 子育て支援グループの育成と活動支援並びに子どもの健

全育成、子どもの自立の為の活動を支援する事業で、審査

会で認められたもの

○補助金額 事業費の９０％以内で、２５万円以内

※平成２９年度から補助金額の上限を２０万円から２５万円に引き上げます。

３ 予算額

５，０００千円

福祉部 こども課（２） 子育て・市民公益団体活動支援事業
○ こども基金活用事業費補助金

その他の特色ある主な事業

－ 資料 －58



１ 事業目的

地域社会の様々な課題の解決を目指して、市民が主体的にまちづくりに取り組むために、市内の様々な分野で積極的に

活動されている市民活動団体・グループが自ら企画・実施する事業に対して、その事業費の一部を補助します。

２ 事業概要

○補助対象者 事務所を市内に有し、継続して活動を続ける市民活動団体及びグループ

○補助対象事業 公平性、公正性、透明性を高めるため、公開審査を行い決定します

公開審査を行うことで、各団体が他団体の活動を知ることでさらに活動を広めるとともに、新たなつながり

をもつことでコミュニティの活性化を図ります。

○補助金額 事業費の９０％以内で、２５万円以内

※平成２９年度から補助金額の上限を２０万円から２５万円に引き上げ

平成１７年度から団体育成型、自立支援型、ネットワーク型に事業を分類し累計１１２事業に補助を実施しています。

３ 予算額

４，２５０千円

市民生活部 コミュニティ課（２） 子育て・市民公益団体活動支援事業
○ 都城市市民公益活動支援事業費補助金

その他の特色ある主な事業

≪これまでの補助事業≫

－ 資料 －59



１ 事業目的

地域の社会教育・生涯学習の拠点として、建物のバリアフリー化や、多目的ホールを備えるなど、施設機能の充実と駐車

場の拡充を図り、市民が利用しやすい施設となるよう整備します。また、沖水及び志和池地区市民センターについては、新

たな地区公民館と併設して整備いたします。

２ 事業概要

○平屋建てとし、地域の福祉やコミュニティ活動、災害時の避難所、子育て支援、多世代交流等の機能を備えた施設とします。

○経済性を考慮した汎用性のある構造や、低コストで維持管理できる施設とします。

教育委員会 生涯学習課（３） 地区公民館建設事業
○ 沖水地区、志和池地区及び祝吉地区

その他の特色ある主な事業

沖水地区公民館
及び地区市民センター

志和池地区公民館
及び地区市民センター

祝吉地区公民館

事業期間 平成２９年度～平成３２年度 平成２９年度～平成３２年度 平成２８年度～平成３０年度

総事業費 ７４２，６２８千円 ５６８，８３３千円 ７５５，５７５千円

平成２９年度予算額 ９７，７２８千円 ４８，３８３千円 １１７，３９１千円

建設予定地

現地区公民館

現地区市民センター

北消防署

現地区公民館

現地区公民館

現地区市民センター

－ 資料 －60



１ 事業目的

大岩田最終処分場は、昭和５３年に一般廃棄物の埋立てを開始し、平成１１年に埋立てを終了しました。

廃棄物処理施設跡地を活用し、子供から大人まで楽しめる、市民の憩いのスペースとして再生することで、

健康増進や地域交流の発展に寄与するものです。

２ 事業概要

○事業箇所 都城市大岩田町

○事業期間 平成２９年度～平成３０年度

○総事業費 ２９９，５００千円

○整備計画 パークゴルフ場（１８ホール）

多目的芝生広場

コンビネーション遊具広場

花畑、管理棟、駐車場、遊歩道等

３ 予算額

９，６５４千円 （測量設計委託費）

環境森林部 環境施設課（４） 大岩田最終処分場埋立地有効活用事業

その他の特色ある主な事業

≪完成イメージ≫

－ 資料 －61



１ 事業目的

市民のスポーツ・レクリエーション、行楽、学習の場として広く親しまれている早水公園を、体育文化センターを中心とした

リニューアル整備を行うとともに、災害の発生時に拠点となる防災公園としての機能拡充を図るなどして、市民が安全・安心

に利用できる公園づくりを行います。

２ 事業概要

○事業内容 サブアリーナ、武道場、多目的室、駐車場、

園路及び広場等の整備

○事業期間 平成２４年度～平成３１年度

○総事業費 ４，４４４，９０６千円

平成２９年度は、サブアリーナ、武道場、多目的室等の

建設工事及び管理、設計委託業務を実施します。

３ 予算額

１，２５７，１８１千円

【内訳】

工事費 １，２４７，５８１千円

委託費 ７，０００千円

補償費 ２，０００千円

事務費 ６００千円

土木部 道路公園課（５） 早水公園整備事業（サブアリーナ・武道場等)

その他の特色ある主な事業

－ 資料 －62



１ 事業目的

都城運動公園野球場は、整備から５０年以上が経過し、老朽化が進んでいます。

現在、５箇所ある市内の野球場の中で唯一公式基準を満たす野球場であり、野球の拠点施設として整備を行うことで市民

の利用や合宿等における安全性の確保と利便性の向上を図るため、整備を行います。

プロ野球オープン戦をはじめ大学や実業団等の大会や合宿を、より誘致できる施設となり経済効果等も期待できます。

２ 事業概要

①内外野ラバーフェンス全面改修

利用者の安全性を確保するため、ラバーフェンスを全面張り替えます

②ファールゾーンブルペン整備

出入口後方から外野に向けて２人立ちのブルペンを整備します

③室内ブルペン改修

スタンド下にある室内ブルペンのマウンド等を整備します

④内外野グラウンド整備

内野の水はけ改修、外野芝生の段差や不陸を解消します

３ 予算額

７０，０７８千円

教育委員会 スポーツ振興課（６） 都城運動公園整備事業（野球場）

その他の特色ある主な事業

－ 資料 －63



１ 事業目的

ホストタウンに登録されたモンゴル国との交流計画に基づき、モンゴル国とのレスリングを通じた交流を進めることにより、

東京オリンピック・パラリンピックを契機としたモンゴル国ウランバートル市との交流をさらに深めるとともに、国際交流による

人間力あふれる子どもたちの育成に取り組みます。

２ 事業概要

①レスリングを通じた交流

モンゴル国のレスリング選手団を本市に招待するとともに、

国内のトップアスリート等を招へいして、レスリングを通じた

選手、指導者、子どもたちによる交流（技術講習会、講演会

等）を行います。

②文化体験をはじめとする市民との交流

モンゴル国のレスリング選手団の滞在期間中、文化体験を

はじめ、市民との交流を行います。

３ 予算額

７，３２８千円

総合政策部 総合政策課（７） 東京オリンピック・パラリンピック「ホストタウン」推進事業

その他の特色ある主な事業

≪レスリング技術講習会イメージ≫
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１ 事業目的

友好交流都市であるモンゴル国ウランバートル市との交流事業として、モンゴルの文化・習慣を理解し、友好親善を

深める目的で、市民交流団を結成し訪問します。

２ 事業概要

○訪問時期 平成２９年８月予定（７泊８日）

○訪問団 中学生以上の市民１０名（公募）

３ 予算額

３，２５４千円

市民生活部 生活文化課（８） モンゴル市民交流団派遣事業

その他の特色ある主な事業

≪ウランバートル市内の様子≫ ≪移動式住居“ゲル”の様子≫ ≪日本語キャンプの様子（H１７）≫

－ 資料 －65




